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學部並に學會報告
◎井上助籔授の隊米留學
　　本大學助敢授井上周三氏ぽ、此度本大學より「ローマ」法並に法律哲學研究
　の：爲め二ふ年間款来留學を命ぜられ、去ろ五月十八日横濱出帆横濱丸にて渡来
　しテこ。最初當分の問「ハーバード」大學にて砥究を試み、更に英國に赴く豫定
　である。
◎本會に硫究部設立
　　最近、法學部並に專門部法律科學生間に、研究會を設立して法律學の研究に
　精進すろの傾向、頓に著しくなつテこのに鑑み、今同奉會に研究部を設置し、學
　生の研究會設立をイ更宜ならしむろと同時Zこ、其季旨導の方法を講すろこと、ヲよし
　アこ。規程を次に掲ぐろ。今後、旺に此機闘を利用して、研究會を設立せられん
　ことをi希望すろ。
　　　　　　早摺田大學法學會研究害露規貝唖
　　第一條　本會二研究諦チ設ケ本會々員チ以テ其部員｝ス
　　第二條　本班究部ハ部員タル法學部學生並は專門部法律科學生ノ法律學研究
　　　　　ヂ指導スpレチ以テ…其目的トス
　　第三條本研究部ハ部員若干名宛チー組ト爲シ本大學教授講師叉ハ法學部助』
　　　　　手指導ノ下二法律、ヒノ討論叉ハ研究報告チ爲サシム
　　第四條　事務所ハ之チ法學部事務所内二置キ名簿ノ整理其他一切ノ事務チ行
　　　　　フ
　　第五條研究會設立ノ許否其他必要ナノレー切ノ事項ハ本會管理委員會二於テ
　　　　　之チ決定ス
　　第六條本研究部役員ハ本會管理委員チ以テ之二宛ツルモノトス
　　　　　　研究會設立昌關スル規則
　　第一條　法學部學生並二專門部法律科學生ハ本研究部内二更二研究會チ設立
　　　　　スァレゴ1・チ得
2 學部並に墨會報告
第二條　研究會テ設立セントスルトキハ指導i教．員並二會務チ搭當ス＾キ幹事
　　チ定メ會則並二會員名簿ヲ・添＾テ本研究部宛願出ツ＾ジ
第三條　前條ノ願出アリタ膨トキハ本會管理委員會二於テ其許否チ決定スo
　　設立ノ許可期問ハ其學年度末i迄トス。次學年二於テ更二縫綾セン『ト
　　ス7レトキハ磯綾願チ差出ス＾γ
第四條設立ノ許可期問中ト錐モ永〃正規ノ研究チ縫績セス其他研究會設立
　　ノ趣旨二反スノレ事實アルトキハ管理委員會ノ議チ経テ其許可チ取潰
　　シ叉ハ會員ノ除名チ爲スづ｝アルムシ
第五條　會員名簿記載ノ會員二甥ツ本研究部ヨリ圖書館研究室入場券ヲ曇行
　　ス。會員二甥ス1レ本券ノ交付ハ其會ノ幹事之チ行フ。幹事ハ年度末
　　二於テ會員ヨリ其年度ノ入場券チ同敦ジ事務所二返還ス＾シ會員ノ
　　退會ジタ隔場合亦同シ
第六條　研究室敏室等ノ借用其他大學二封ス7レー切ノ手綾ハ本研究部二於テ
　　露理ス
第七襟　幹事ハ會合記録並二會員名簿チ保管シ常二之レチ整理スヘγ
　　圖書館内研究室使用日時ハ研究部二届出ツ＾シ
第入條本會研究部ノ事務ハ法學部事務所二於テ取扱フ
本研究部長並二幹事次ノ如シ。部長敏授外岡茂十郡、幹事同中村宗雄、同高
井忠夫。
⑥現在設立の法律醗究曹
　本學年度に於て設立を許可ぜられし法學部並に專門部法律科關係の法律研究
　會は総計十學會にして、其會名並に會長ぽ次の如くであろ。
　　法理學會　　　　　　　會長遊佐慶夫敏授
　　早稻田法律同志會　　　　　　　　　　　會　長　遊佐慶夫敢授
　　　　　　　　　　　副會長　長島忠信氏
　　櫨　右　會　　　　　　　　　　　　　　會　長　寺尾元彦数授
　　　　　　　　　　　議會長　高井忠夫敢授
　　蜀法研究會　　　　　　　　　　　會長中村宗雄敢授
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⑨裁判所麺に藩護重會見學
法學部並に專門部法律科第三學年生は、民事訴訟法實習の爲め、芸ろ六月十
七日、中村（宗雄）敢授、江家法學部助手事牽の下に、裁荊駈の見學を行ふ7こc當
日は、今村所長の好意あろ取計ひを受け、東京地方裁判所；の見學を主と』なし、
時間を割きて控訴院、匿裁凋所、登記勝等をも一巡し、最後に、第一束京辮護
士會に赴い7こ。小憩の後、會長岸清一薄士に迎へられて食堂に入り、學生一同、
博士と草を共にして徴談し7こ。謹餐畢りて、中村敢授の挨拶に引綾き、會長岸
：清一博士は、辮護士會の現朕ぶり説き起して、辮護士道の大綱、並に學生の將
來進むべき途に就て、懇切な講話を典へられも之れに鉗し、學生総代として原
君が謝欝を述べ7こ。辮護一士愈を欝してより、参：々伍々、任意に法廷の見肇を綾
けお。當日の参會學生約百三十名。斯くも多敷の學生ザ、倉長岸博士8り丁重
なろ饗慮を受けしこと、感謝の至りに耐えぬ。
